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特定非営利活動法人 CFF ジャパン 

 
１ 事業の成果 

2025 年度は、従来の海外・国内事業の質的向上を継続しつつ、能登半島地震の被災地支援から発展した

インターローカル事業の休眠預金事業や、2026 年の設立 30 周年に向けた組織・財政基盤の整備を重点的

に実施した。 

【青年育成・国際協力】 キャンプディレクター向けマニュアル作成については、各国スタッフとオンラ

イン会議を重ね、議論の基盤作りと課題の整理を行った。結果として一律のマニュアル作成は見送った

が、代わってキャンプ前後の企画・振り返りを重視する方針へ転換し、実効性の高いプログラム運営体制

を構築した。また、第 7回 CFF インターナショナルコンベンションを東京で開催。3か国の理事が一堂に

会して議論を行い、CFF インターナショナルのミッションとビジョンについての共通認識を持つ機会とな

った。 

【学校協働・地域共生】学校協働では、竹園高校、早稲田大学との新規プログラムが実現。特に竹園高校

で次年度以降の継続実施が決定したことは、学校連携における大きな進展となった。地域共生事業では、

子育てひろばと小学生の学習支援を融合し、拠点を集約したことで、ひろばの利用親子が前年度より倍

増し、地域の交流拠点としての機能を強化することができた。活動 2 年目となるインターローカル事業で

は、地域とのつながりを軸に活動の幅を広げ、災害支援の枠組みだけではなく、地域のあそび場づくり・被災

した蔵を改修した居場所づくりなど地域の未来に向けた活動を展開することができた。 

【休眠預金】 休眠預金活用事業を通じ、七尾市中島町外地区の住民と丁寧な対話を重ねた。その結果、

地域とともに進める取り組みとしての共通認識が形成され、「地域内外の多世代がつながる関係性の再構

築」に向けた場づくりが着実に進展した。休眠預金事業で求められている実行体制を期間内に整備する

ことができず、拠点設置フェーズに進むことはできなかったが、持続可能性を重視した組織運営体制に

対する考えや認識を役職員で深める契機となった。浮き彫りになった課題を元に、今後どのような組織

体制を目指していくのかを再定義することで組織基盤の強化を図っていく。 

【組織・財政基盤の強化】 円安による厳しい財政状況に対し、新たに「CFF ジャパンパートナー制度」

を設立。理事会主導のファンドレイジングや 30 周年記念イベントの準備を本格化させた。過去のプログ

ラム参加青年が運営の担い手として参画し、共に組織を支え合う体制を整えている。 
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２ 事業の実施に関する事項 
（１）特定非営利活動に係る事業              （事業費の総費用【  56,534  】千

円） 
定款に記載 
された 
事業名 

事業内容 日時 場所 従事者 
人数 

受益 
対象者 
範囲 

受益 
対象者 
人数 

事業費 
（千円） 

ワークキャ
ンプ・スタ
ディツアー
を通じた青
年育成事業 

フィリピンワークキャ
ンプ 

8~9月 
2〜3月 

フィリピ
ン・パン
ガシナン
州および
マニラ 

4名 プ ロ グ
ラ ム参
加青年 

76名 32,144 

フィリピンスタディツ
アー 

2月 1名 プ ロ グ
ラ ム参
加青年 

14名 

フィリピンスタディキ
ャンプ 

8月 2名 プログラ
ム参加青
年と現地
児童 

22名 

マレーシアワークキャ
ンプ  

8~9月 
2〜3月 

マレーシ
ア・サバ
州 

4名 プ ロ グ
ラ ム参
加青年 

72名 

マレーシアスタディツ
アー 

8月 2名 プ ロ グ
ラ ム参
加青年 

22名 

マレーシア年越しファ
ミリーキャンプ 

12~1月 １名 プログラ
ム参加青
年と現地
児童 

13名 

ボルネオ島インターン
留学 

8~9月 
2〜3月 

3名 日本人
青年 

3名 

カンボジアスタディツ
アー 

3月 1名 日本人
青 年 と
現 地人
青年 

15名 

プログラムリーダー・イ
ンターン育成 

通年 日本 5名 大学生 15名 

海外の子ど
も支援等の
国際協力事
業 
 

児童養護施設 
CFF「子どもの家」支援 

通年 フィリピ
ン・マレ
ーシア 

5名 施 設入
所児童 

29名 5,644 

学校協働お
よび次世代
教育の実践
的探究事業 

明星大学協働事業 12月 マレーシ
ア 

1名 大学生 
教員 

24名 6,194 

早稲田大学協働事業 2月 マレーシ
ア 

1名 大学生 
教員 

13名 

茨城県立竹園高校協働
事業 

3月 フィリピ
ン 

1名 生徒 
教員 

26名 

茨城県立小瀬高校自己
発見座談会 

12月 茨城 1名 生徒 
教員 

15名 

大分大学教育学部附属
中学校協働事業 

10-12
月 

オンライ
ン 

2名 生徒 
教員 

160名 

エデュケーションラボ 
通年 オンライ

ン 
1名 全国 の

教育 関
係者 

13名 

地域の共生
社会づくり
に関する事

子育てひろば 
通年 CFF ジャ

パン事務
所・コー

4名 烏山地
域 の妊
娠期~乳

の べ
589 組 
1225名 

8,616 



業 シャハイ
ム千歳烏
山 

幼児親
子 

まなカフェ（学習支援） 
通年 コーシャ

ハイム千
歳烏山 

2名 烏山地
域 の 小
学生 

の べ
568名 

まなカフェボランティ
ア 

通年 コーシャ
ハイム千
歳烏山 

2名 高校生 
大学生 

のべ 
233名 

 
インターローカル 
（能登・西塩子） 
 
 

通年 石川県 能登 
中島エリア 
/  
茨城県 常陸
大宮市 西塩
子エリア 

4名 プ ロ グ
ラ ム参
加青 年
と 地 域
住民 
 
 

 

参加者
の べ
158名、 
 
地 域 の
受益者
の べ
200名 

 
休眠預金事業 
 

10月~3
月 

石川県 能登 
中島エリア 

3名 地 域住
民 

約 75名 3,934 

（２）その他の事業     
なし 


